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朝鮮総督府庁舎）の撤去に始まった植民地残滓清算事業の影響で、全国各地にある植民地時代の建築物と記念物の撤去作業を推進した時期に、群山もまた当時の群山公園に残ってい 報国塔、孔子廟、慈雨恵民碑、開港三五周年記念塔などの撤去が決定した。しかし、撤去のための諮問委員会において植民地時代 建築物につ ては近代文化遺産として 保存の必要性が提起され、話し合い 結果 撤去後に廃棄物を保管するという形をとることになり これが群山で






















































して高騰が続き、不動産投資の過熱の兆しさえみられるほどである。このような変化による地域の商業圏の活性化と共に、旧市街地域は人の往来が絶え い躍動感あふれる街へと変化を遂げ いる。●近代文化事業 成功要因　
群山市の近代文化事業はまだ中
間段階であるとはいえ、肯定的な評価を受けている要因はいくつかある。主観的 はあるがそ うちのいくつか 挙げ み 、第一に観光スタイルの変化が 。これまで 自然景観や慶州・扶余中心の古代歴史から、追憶をベースとした近代の旅行へという志向の変化が、多くの旅行客を群山へと呼び寄せたといえる。　
第二に、群山の密集した近代文
化資源が挙げられる。近 資源は仁川や木浦など韓国の他の都市でもみられるが、群山のように一五分から三〇分圏内という、散策に最適な距離にあ のは 強みである。　
第三に、今までこれといった観
光資源がなかった群山の弱みむしろ官民一体と り何かをなし遂げようという雰囲気を作り出し、こうした推進への熱い気持ちが大
きな原動力になったといえる。　
最後に、先に述べたすべての成
功要因があったにしても推進が難しい事業が成功した最も大きな要因は、群山市長がみせたリーダーシップである。二〇〇六年、群山市長に就任 、旧 街地の開発を近代文化事業として推進しようと決定し、現在に至るまで八年間、終始一貫して事業を推進している文ムン
東ドン
信シン
市長の情熱と決断がなけれ
ば、近代文化都市開発 の現在はなかったであろう。　
さらに群山の成果は、表面だけ
をみて観光マーケティングの成功事例ということもできるが、その裏には多くの人々の不断の努力と物流港湾都市として群山が歩んできた数百年の伝統文化が蓄積された結果であること 見逃すことはできない。また、群山近代文化事業の根本は、観光でもなく、でもなく、歴史でもない、そのすべてを含む教育事業忘れてはならない。近代の収奪と痛みの歴史 若者たちに教える空間としての役割は、全国的にみても群山だけが可能なのである●事業推進の課題と希望　
近代文化を中心とした政策を樹
立するにあたって避けて通れないのは、近代文化遺産保存の先頭に立つ日本やヨーロッパの場合、近代文化は繁栄の歴史であるが、韓国や中国など帝国主義時代の被害国家にとって、近代文化は国を奪われた屈辱の時代に作られたであるという点である。つまり、韓国での近代文化事業に 歴史陰の部分が存在する いうことである。　
群山市の場合、近代建築物、近
代文化という単語のイメージから連想される植民地残滓という影を消し去るために、文化の多様性、近代歴史教育というキーワードを重視している。そ 加え、筆者の主観ではあるが、近代期の痛みを癒すためには、事実から顔を背けて沈黙や歪曲で解決しようとするのではなく、韓日両国が共に反省と許しの過程を経て、平和というテーマに向かって進ん いかなければならないと考える。（きむ
　
じゅんぎゅ／群山近代歴
史博物館長）（写真と図はすべて群山近代歴史博物館提供）
近代歴史景観開発事業（左、右）
